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     かまくら下の道（鎌倉古道）を歩く    

                  本郷ふじやま公園古民家歴史部会 神田 惠仁 

実施日：令和 5 年 3月 1 日(水)    

集 合：上大岡駅西口  

解 散：上大岡駅東口 

行 程: 上大岡駅西口➡県戦没者慰霊堂➡自性院➡餅井坂公園➡越戸橋➡上大岡駅東口 

（鎌倉古道 下の道） （鎌倉古道 森・杉田道） 

 

神奈川県戦没者慰霊堂           

神奈川県戦没者慰霊堂は、昭和 27 年の対日講和条約の

発効を機に、明治以降の戦争における戦没者、戦災死者を

追悼するとともに、県民の平和愛好の象徴として建設され、

戦没者及び戦災死者 5万 8 千余名の名簿が納められ、遺

族の心のよりどころとなっています。 

餅井坂 

「餅井坂」は、鎌倉時代につくられた道で、鎌倉下の道の

なかでもとくに道がけわしく、草木におおわれて昼でも薄

暗く、坂がとても急なことで有名でした。旅をする人たち

は、覚悟を決めて、登っていったのでした。 ある日のこと、

京都から旅を続けていましたえらいお坊さまがこの道に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さしかかりました。 村人から、「急な坂での、きいつけん

さいね・・・」 ということばを聞き終わらないうちに登りは

じめたのでした。 きょうじゆうに、小菅ヶ谷あたりまで行

きたいと思っていたからでした。 餅井坂というからには、

坂の上の茶店では餅を売っているにちがいないと、すっか

り思いこんでしまいました。 

 久しぶりに好物のお餅が食べられる、それまでのしんぼ

う、しんぼう、と自分に言い聞かせて、きつい坂道を、あえ

ぎ、あえぎ登っていくと、やっとのことで坂の上までたどり

つきました。 

 一軒の茶店が目に入りました。    「あ、、やれやれ、

つかれたなあ」 と言いながらも、お餅がチラツキはじめ、

足どりも軽く、茶店の主人に声をかけました。  しかし、お

坊さまがあれほど楽しみにしていたお餅はなかったのでし

た。   『廻国雑記』という日記より 

 

 




